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昨今，大学教育の分野で「アクティブラーニング」と言う言葉をよく耳にする。これ
は教授方法の 1形態を指すようだが，2012年の 3月の中央教育審議会の「質的転換答
申」において「予測困難な時代にあって生涯学び続け，主体的に考える力を持った人
材は，受動的な学修経験では育むことはできない。教員と学生とが意思疎通を図りつつ，
学生同士が切磋琢磨し，相互に刺激を与えながら知的に成長するためには，課題解決型
の能動的学修（アクティブラーニング）といった学生の思考や表現を引き出し，その知
性を鍛える双方向の講義，演習，実験，実習や実技などの授業を中心とした質の高い学
士過程教育がもとめられている。」と指摘しているように，これまでの知識詰め込み型
の教育からの脱皮をはかることが求められていると思われる。
では，なぜこうした教授法が必要とされる背景を考えてみると，それは今日社会的
に求められている能力が変化してきたことである。本田由紀によれば，メリトクラ
シー（産業社会）で必要とされている能力は，知識伝達型の教育で獲得されるが，ハイ
パー・メリトクラシー（ポスト産業社会）で必要とされる能力は，知識詰め込み型や暗
記型の教育ではなく，基礎知識を基盤にしながら，創造性や能動性などの付加的な能力
が獲得される必要があると言われている（『多元化する「能力」と日本社会―ハイパー・
メリトクラシー化のなかで―』NTT出版，2006）。こうした社会の変化のなかでアク
ティブラーニングが求められるようになってきたのである。
アクティブラーニングは，確かに学生同士の協働能力を育めることや学修者の主体性
のゆえに学修効果が高めることが期待され，そのメリットは大いにあると思われるが，
その反面，課題も指摘される。その主要な課題は，評価の難しさである。これまでのよ
うな知識詰め込み型の教育ではその評価はペーパー型のテストで数値的に評価できるが，
アクティブラーニングのような多様な学修形態が含まれている場合は，客観的に評価す
るのには困難が伴う。これをどう克服していくかが今後問われていくであろう。
今回のアクティブラーニング特集は，社会学部の教員が目下授業のなかで取り組んで
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いる実践事例を紹介しながらその問題点や課題を探った力作であるが，そのなかから今
後のアクティブラーニングの実質化の方向が見えてくるであろう。
